
マ
ゥ
ル
ャ
王
朝
（
冨
画
巨
昌
四
身
口
四
の
ご
）
の
首
都
と
し
て
、
南
方
佛
教
の
伝
え
る
第
三
結
集
（
菌
は
冨
日
圏
菌
印
曽
凋
昌
↑
釦
昌
〕
Ｐ
閨
圃
、
曽
掲
目
）

の
地
と
し
て
阿
育
王
（
朕
。
厨
》
巖
○
ざ
在
位
年
限
、
ほ
ぼ
西
紀
前
三
ハ
八
’
一
三
三
）
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
（
闘
菖
巷
鼻
目
》

①

闘
冨
与
具
３
）
に
関
し
て
は
、
そ
の
地
理
的
文
化
史
的
位
置
の
重
要
性
が
、
歴
史
的
現
象
の
中
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
く
、
古

代
都
市
と
し
て
の
考
古
学
的
見
地
か
ら
の
検
討
と
再
現
、
セ
レ
ウ
コ
ス
・
ニ
ー
カ
ト
ー
ル
（
の
巴
①
烏
○
ｍ
ｚ
胃
胃
９
）
の
大
使
メ
ガ
ス
テ
ー

ネ
ー
ス
（
旨
の
盟
の
ｇ
の
ロ
①
の
）
滞
在
地
と
し
て
、
そ
し
て
阿
育
王
時
代
に
お
け
る
佛
教
盛
時
の
中
心
地
と
し
て
等
女
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
玄

葵
（
六
○
○
’
六
六
四
）
の
『
大
唐
西
域
記
』
や
法
顕
（
四
世
紀
後
半
’
四
一
○
前
後
）
の
『
法
顕
伝
』
は
、
か
れ
ら
求
法
僧
の
眼
に
映
じ
た
当

ﾉf

Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ

利男

目
次

は
じ
め
に

一
釈
尊
と
パ
ー
タ
リ
村
（
弓
騨
農
魍
日
騨
）

二
仏
滅
後
の
．
ハ
ー
タ
リ
村
、
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ

三
阿
育
王
（
吟
ざ
菌
）
と
パ
ー
タ
リ
フ
ト
ラ

四
。
〈
－
タ
リ
フ
ト
ラ
雑
考

は
じ
め
に

（
石
凶
行
巴
］
己
屋
烏
Ｈ
Ｐ
帛
釘
骨
巴
昌
己
屋
茸
四
）

雲
井

考昭

善

1



時
の
こ
の
都
の
全
貌
を
余
穂
な
く
伝
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
阿
育
王
時
代
の
こ
の
都
の
華
や
か
さ
に
比
し
て
、
釈
尊
在
世
時
代
も
し
く

は
佛
滅
後
の
．
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
、
詳
し
く
は
。
ハ
ー
タ
リ
村
（
闘
且
侭
倒
日
四
）
、
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
（
闘
冨
唇
目
ｇ
に
関
し
て
は
、
現
存

の
原
始
佛
教
資
料
に
照
応
す
る
か
ぎ
り
、
僅
か
に
そ
の
一
面
を
窺
知
す
る
に
と
ど
ま
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佛
陀
時
代
及
び
佛
滅
後
に

あ
っ
て
、
釈
尊
及
び
佛
弟
子
た
ち
と
こ
の
土
地
と
の
関
わ
り
を
伝
え
る
経
典
が
皆
無
と
い
う
の
で
は
な
い
・

こ
の
小
論
で
は
、
こ
う
し
た
資
料
を
い
と
口
と
し
て
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
（
現
ビ
〈
－
ル
州
。
〈
ト
ナ
）
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
の
古
都

が
も
つ
過
去
の
栄
光
の
一
端
を
浮
彫
り
に
し
、
再
現
し
て
み
た
い
。

感
を
い
だ
く
。

現
在
の
パ
ト
ナ
（
ビ
ハ
ー
ル
州
国
営
目
の
首
都
。
閉
。
忠
、
ｚ
顎
。
巴
｛
画
）
の
往
昔
の
地
・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
は
、
佛
陀
時
代
は
マ
ガ
ダ

（
冨
侭
昌
冒
ゞ
摩
娼
陀
）
国
の
一
村
邑
パ
ー
タ
リ
ガ
ー
マ
弓
倒
且
侭
倒
目
色
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
マ
ガ
ダ
国
は
、
釈
尊
と
ほ
ぼ
同
年
代

②

の
か
の
セ
ー
’
一
ャ
・
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
命
①
昌
怠
切
目
宮
出
国
〕
頻
砒
娑
羅
、
頻
婆
娑
羅
）
の
治
国
す
る
国
で
あ
り
、
そ
の
首
都
ラ
ー
ジ
ャ

ガ
ハ
（
罰
倒
茜
鴇
冨
》
閃
且
侭
曽
騨
』
王
舎
城
）
は
、
西
方
コ
ー
サ
ラ
（
民
。
＄
言
ゞ
拘
薩
羅
）
国
の
首
都
サ
ー
ヴ
ァ
ッ
テ
ィ
（
断
く
い
詐
冒
》
陣
倒
ぐ
ゅ
目
、

舎
衛
城
）
と
並
ん
で
当
時
の
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
都
城
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
首
都
は
、
た
だ
佛
陀
時
代
の
代
表
都
市
で
あ
っ
た
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
佛
教
興
起
に
と
っ
て
重
要
な
地
理
的
条
件
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
釈
尊
説
法
の
場
所
と
し
て
初
期
佛
教
教
団
と
の
関

③
④

わ
り
は
極
め
て
大
き
い
。
王
舎
城
に
お
け
る
釈
尊
の
活
動
と
、
舎
衛
城
に
お
け
る
釈
尊
伝
道
活
動
が
極
め
て
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ

佛
教
の
開
祖
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
（
前
四
六
三
’
三
八
三
）
の
出
家
（
二
九
歳
）
求
道
（
六
ヵ
年
）
成
道
（
三
五
歳
）
伝
道
生
活
（
四
五
年
間
）
と

い
う
八
○
年
の
全
生
涯
を
通
じ
て
、
釈
尊
と
．
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
と
の
出
会
い
は
、
残
念
な
が
ら
稀
少
で
あ
る
。
釈
尊
の
行
動
の
軌
跡
を
辿

り
、
か
つ
阿
育
王
時
に
お
け
る
こ
の
都
の
盛
時
を
想
う
と
き
、
時
代
の
変
遷
は
別
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
事
実
に
む
し
ろ
奇
異
の

一
釈
尊
と
．
〈
－
タ
リ
村
、
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ

２



ガ
ダ
の
話

試
み
た
い
。

の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
十
分
で
あ
る
。

さ
て
、
釈
尊
が
出
家
直
後
、
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ト
ゥ
（
尻
§
旨
く
騨
茸
官
』
属
§
旨
く
閉
曾
》
迦
毘
羅
婆
蘇
都
）
か
ら
マ
ガ
ダ
の
地
を
め
ざ
し
、

⑤

マ
ガ
ダ
国
王
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
に
対
面
し
て
以
来
、
マ
ガ
ダ
の
地
は
釈
尊
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
釈
尊
伝
道
四
十
有
余
年
の
う
ち
、

⑥

こ
の
マ
ガ
ダ
国
に
お
い
て
説
法
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
経
典
を
と
り
あ
げ
る
と
、
次
の
如
き
結
果
が
え
ら
れ
る
。

㈲
『
ゥ
ダ
ー
ナ
』
一
・
七
経
（
厚
罰
蘆
弓
．
ｆ
ｇ
。
雑
阿
含
四
九
巻
（
『
大
正
蔵
』
二
・
一
三
ハ
ニ
）
。
別
訳
雑
阿
含
一
五
巻
（
「
大
正
蔵
二
一
．
３

閃
且
世
盟
９
層
③
回
逗
斤

ｄ
Ｈ
ｇ
６
旨
岳

ｚ
倒
匿
ご
Ｑ
四
④

⑦
色
目
割
⑦
凹
昌
山
の
閉
山
、

用
ハ
肖
員
］
ず
澤
倒
用
ハ
貴
国
竺
倒
、

口
四
匡
祢
巨
口
倒
唱
風
画

函
勺
倒
冨
］
侭
倒
目
色
画
’
’
１
局
冒
忌
胃
ゞ
司
熊

‐
〔
罰
冒
畠
ぐ
目
胃
〉
②
雨

シ
ロ
ロ
ぽ
ゅ
丙
閣
ぐ
旨
。
色
い

の
倒
匡
戸
倒
、

部
Ｓ
言
。

こ
の
王
舎
城
に
お
け
る
一
二
六
回
以
上
の
説
法
は
、
舎
衛
城
に
お
け
る
九
一
○
回
以
上
に
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ

タ
の
一
小
邑
だ
っ
た
。
〈
１
タ
リ
村
を
説
法
地
と
し
た
経
典
は
、
僅
か
に
次
の
二
経
に
過
ぎ
な
い
。
以
下
、
そ
の
資
料
と
内
容
の
検
討
を

言
⑳
魍
巳
５
国



「
世
尊
は
あ
る
時
、
パ
ー
タ
リ
村
ア
ジ
ャ
カ
ラ
ー
。
〈
力
（
ど
烏
凹
面
冒
冨
）
夜
叉
の
住
居
ア
ジ
ャ
カ
ラ
ー
パ
力
に
住
し
て
い
た
。
夜

叉
ァ
ジ
ャ
ヵ
ラ
ー
パ
ヵ
は
、
雨
の
降
る
夜
、
屋
外
に
坐
し
て
い
た
世
尊
を
嚇
か
そ
う
と
し
て
三
度
、
嚇
か
し
の
語
を
発
し
「
世
尊
、

こ
れ
は
汝
の
悪
鬼
で
あ
る
」
と
嚇
か
し
た
。
世
尊
は
こ
れ
を
知
っ
て
次
の
ウ
ダ
ー
ナ
を
唱
え
た
。

「
バ
ラ
モ
ン
、
己
の
法
に
お
い
て
彼
岸
に
到
る
と
き
、
悪
鬼
、
妖
魔
を
超
度
す
る
だ
ろ
う
」
と
。

⑦

こ
の
経
典
は
、
初
期
佛
教
教
団
と
夜
叉
（
菌
鳫
冨
》
冒
爾
四
）
と
の
関
わ
り
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
一
つ
で
は
あ
る
が
、
釈
尊
の
説

法
内
容
と
し
て
は
そ
れ
程
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

。
『
ゥ
ダ
ー
ナ
』
八
・
六
経
（
冒
劃
員
”
弓
．
閉
１
９
）
。
参
照
『
長
部
』
第
一
六
「
大
般
浬
樂
経
」
（
ミ
ミ
ミ
ミ
営
さ
笥
薑
倉
ぁ
ミ
言
ミ
亀
》
ロ
ョ
．

貝
弓
．
閏
‐
ｇ
｝
侭
］
．
§
鋤
冒
喜
ミ
ミ
胃
ミ
到
冒
罰
菖
】
胃
淵
．
匂
口
ぃ
斤
葛
煙
嵐
切
。
冒
昌
号
出
且
旨
乞
邑
茜
ご
。
『
ヴ
ィ
ナ
ヤ
』
大
品
（
尋
ミ
旨
〕

局
〕
弓
．
侭
？
鴎
ｅ
。
『
長
阿
含
』
二
巻
「
遊
行
経
」
（
『
大
正
蔵
」
一
・
二
Ｔ
一
三
）
。

四
八
○
）

〈
内
容
〉

「
世
尊
は
あ
る
時
、
大
比
丘
衆
と
い
っ
し
ょ
に
マ
ガ
ダ
国
に
遊
行
し
、
・
ハ
ー
タ
リ
村
に
到
達
し
た
。
．
〈
ｌ
タ
リ
村
の
在
俗
信
者
た

ち
は
、
休
息
堂
に
世
尊
と
比
丘
衆
を
食
事
に
招
い
た
。
そ
の
時
、
世
尊
は
次
の
如
き
法
を
説
い
た
。

居
士
（
在
俗
の
信
者
）
た
ち
よ
、
破
戒
者
に
は
五
つ
の
患
難
が
あ
る
。
①
放
逸
を
理
由
と
し
て
失
財
に
あ
う
。
②
破
戒
者
に
は
悪

名
が
起
こ
る
。
③
破
戒
者
は
、
ク
シ
ャ
ト
リ
ャ
、
バ
ラ
モ
ン
、
居
士
、
沙
門
の
何
れ
の
集
会
に
入
っ
て
も
自
信
が
な
い
。
④
破
戒
者

は
迷
乱
し
て
死
ぬ
。
⑤
破
戒
者
は
身
壊
命
終
し
て
悪
趣
・
地
獄
に
生
ま
れ
る
。

持
戒
に
は
こ
れ
ら
五
種
の
患
難
が
な
い
。
そ
し
て
①
大
な
る
積
財
②
名
聞
あ
り
③
自
信
あ
り
④
迷
乱
す
る
こ
と
な
く

⑤
身
壊
命
終
し
て
善
趣
・
天
界
に
生
ま
れ
る
、
と
い
う
五
種
の
功
徳
が
あ
る
。
」

／ハ、

内
IJ

容
、〆

4



と
こ
ろ
で
、
『
ウ
ダ
ー
ナ
』
の
右
の
経
典
は
、
そ
の
ま
ま
『
長
部
』
第
一
六
経
色
昏
言
、
ミ
ミ
ｇ
ｇ
畠
‐
駒
ミ
ミ
冨
言
》
特
に
ｂ
ｚ
，
目
》
噌

閏
‐
ｇ
）
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
筆
者
が
と
り
あ
げ
た
い
点
は
、
「
大
般
浬
藥
経
」
の
以
下
の
叙
述
で
あ
る
。

釈
尊
最
後
の
旅
を
伝
え
る
「
大
般
浬
藥
経
」
に
よ
る
と
ｌ
、

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
説
相
は
、
〃

中
心
に
な
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
。

と
、
説
く
。
つ
づ
い
て
、

「
パ
ー
タ
リ
村
の
居
士
た
ち
は
世
尊
の
法
話
を
聴
い
て
随
喜
し
、
去
っ
た
。
そ
の
あ
と
で
世
尊
は
天
眼
通
を
以
て
、
マ
ガ
ダ
の
大

臣
ス
ニ
ダ
（
普
邑
巨
富
）
と
ヴ
ァ
ッ
サ
カ
ー
ラ
（
ぐ
ゅ
の
＄
圃
国
）
（
こ
の
二
人
は
と
も
に
学
ハ
ラ
モ
ン
で
あ
っ
た
（
曽
蒼
亀
碕
亀
言
亀
罰
き
計
も
・
段
ｅ
）

が
ヴ
ァ
ッ
ジ
・
ヴ
ァ
ッ
ジ
ー
（
ぐ
ゅ
言
》
ぐ
ゅ
言
賊
耆
）
族
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
パ
ー
タ
リ
村
に
都
市
の
城
（
ロ
四
鴇
国
）
を
築
き
つ
つ

あ
る
の
を
見
た
。
夜
更
け
、
世
尊
は
起
き
上
っ
て
侍
者
の
ア
ー
ナ
ン
ダ
（
Ｐ
ロ
四
目
煙
》
阿
難
）
に
『
こ
の
地
が
聖
な
る
場
所
（
胃
匂
い
昌

倒
Ｐ
３
ロ
四
目
）
で
あ
る
か
ぎ
り
、
商
買
の
通
路
（
ご
凹
昌
冨
昏
○
）
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
地
は
財
貨
の
集
散
す
る
地
と
し
て
第
一
の

都
と
な
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
に
は
火
・
水
、
内
部
か
ら
の
不
和
・
仲
違
い
と
い
う
三
つ
の
障
難
が
あ
る
だ
ろ
う

（
冨
昌
○
色
ロ
苗
圃
冒
脚
ウ
旨
ゆ
く
届
出
国
威
》
侭
唱
さ
く
倒
届
Ｑ
四
戸
胃
○
ぐ
倒
：
ご
戸
四
目
閏
胃
○
ぐ
倒
目
』
昏
口
ご
昏
呂
凶
旨
こ
と
語
っ
た
。

後
日
、
世
尊
は
比
丘
衆
と
い
っ
し
ょ
に
マ
ガ
ダ
の
大
臣
ス
ニ
ダ
と
ヴ
ァ
ッ
サ
カ
ー
ラ
の
家
に
招
か
れ
、
『
若
し
住
居
を
構
え
る
な

ら
戒
徳
あ
り
、
自
制
あ
り
、
梵
行
あ
る
人
女
を
供
養
せ
よ
。
其
処
に
あ
る
諸
天
に
供
物
を
捧
げ
よ
。
供
養
す
れ
ば
そ
の
人
は
供
養
を

受
け
↑
尊
重
す
れ
ば
そ
の
人
は
尊
重
を
受
け
る
。
諸
天
は
そ
の
人
を
哀
感
す
る
だ
ろ
う
。
諸
天
の
哀
感
を
受
け
れ
ば
そ
の
人
は
常
に

善
福
を
見
る
だ
ろ
う
』
と
、
二
人
の
大
臣
に
説
い
た
。
二
大
臣
は
、
、
コ
ー
タ
マ
の
出
か
け
て
行
っ
た
門
を
ゴ
ー
タ
マ
門
（
⑦
○
国
日
四
‐

⑧

牙
副
四
）
、
ゴ
ー
タ
マ
が
渡
し
場
か
ら
恒
河
を
渡
っ
た
渡
し
場
を
、
コ
ー
タ
マ
渡
し
場
（
○
○
菌
日
騨
‐
辻
詐
冨
）
と
名
づ
け
た
云
女
・
」

以
上
が
こ
の
経
典
の
概
略
で
あ
る
が
、
こ
の
説
法
内
容
は
、
在
俗
信
者
に
対
す
る
人
間
の
生
き
方
、
戒
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い

と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
説
相
は
、
仏
滅
後
の
第
三
結
集
や
、
阿
育
王
の
法
勅
に
み
ら
れ
る
戒
律
を
め
ぐ
る
提
案
が
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
を

5



王
舎
城
ｌ
霊
鷲
山
ｌ
ア
ン
ゞ
ハ
ラ
ッ
テ
ィ
ヵ
ー
参
昌
冒
冒
茸
目
＆
）
園
ｌ
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
（
ｚ
巴
自
３
）
ｌ
｜
パ
ー
タ
リ
村
Ｔ
コ
ー
テ
ィ
村

（
宍
昌
阻
日
蝕
）
ｌ
ナ
ー
デ
ィ
カ
（
Ｚ
目
房
沙
）
村
ｌ
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
（
ぐ
の
切
昌
）
ｌ
ヴ
ェ
ー
ル
ヴ
ァ
村
（
く
の
ご
鼠
魍
目
鼻
餌
〕
こ
こ
で
最
後
の
雨
安
居

を
す
る
。
）
ｌ
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
‐
（
行
乞
）
Ｉ
チ
ャ
ー
パ
ー
ラ
（
３
凰
冨
）
Ｉ
パ
ン
ダ
村
田
冒
息
秒
渦
目
色
）
ｌ
〈
シ
テ
ィ
村
（
国
騨
茸
ｇ
ｌ
ア
ン

、
〈
村
穆
国
富
）
ｌ
ジ
ャ
ン
プ
村
（
百
日
目
）
ｌ
ポ
ー
ガ
城
（
国
。
鴨
）
１
．
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
城
（
閾
ぐ
ぃ
》
チ
ュ
ン
ダ
の
ア
ン
ゞ
〈
林
で
最
後
の
食
を
う
け

る
）
ｌ
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
・
ク
シ
ナ
ガ
ラ
（
属
昌
目
国
民
ロ
切
言
品
幽
３
入
浬
渠
）

釈
尊
最
後
の
こ
の
旅
か
ら
す
れ
ば
、
．
《
わ
れ
出
家
（
二
九
歳
）
し
て
よ
り
五
一
年
。
正
理
正
法
の
地
を
遊
行
し
》
Ｓ
ｚ
．
貝
も
虐
巴
）
、
既

に
八
○
歳
に
し
て
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
ー
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
ｌ
・
ハ
ー
タ
リ
村
へ
巡
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
。
〈
Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ
（
当

時
の
．
〈
－
タ
リ
村
）
は
、
釈
尊
に
と
っ
て
そ
の
最
後
の
年
に
初
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
釈
尊
が

こ
の
地
で
何
を
見
聞
し
、
何
を
語
っ
た
か
と
い
う
内
容
に
関
わ
っ
て
く
る
。

『
長
部
』
の
叙
述
Ｓ
ｚ
・
目
も
電
‐
）
は
他
の
二
資
料
（
尋
薑
ミ
亀
消
息
．
闇
や
》
畠
劃
菖
も
・
認
）
に
共
通
す
る
記
録
で
は
あ
る
が
、
ア
ジ

ャ
ー
タ
サ
ッ
ト
ゥ
（
ど
剖
閉
鼻
言
》
ど
弾
鼠
胃
旨
．
阿
闇
世
王
）
が
二
大
臣
に
《
ヴ
ァ
ッ
ジ
・
ヴ
ァ
ッ
ジ
ー
族
（
ぐ
曾
言
》
且
．
ぐ
幽
言
）
に
備

え
る
た
め
に
。
ハ
ー
タ
リ
村
に
都
城
を
築
く
》
弓
習
農
渦
日
の
邑
凋
四
国
日
目
目
の
］
量
ぐ
皇
目
幽
昌
己
農
扇
目
冨
）
と
い
う
項
が
重
要
で
あ

る
。
何
故
な
ら
、
王
舎
城
は
要
害
堅
固
の
地
で
あ
る
が
、
マ
ガ
ダ
国
王
が
領
土
の
拡
大
を
志
向
す
る
場
合
、
王
舎
城
に
近
く
て
し
か
も
百

川
の
合
流
す
る
交
通
至
便
の
パ
ー
タ
リ
村
が
選
ば
れ
、
ヴ
ァ
ッ
ジ
ー
族
に
備
え
た
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
都
城
（
ロ
騨
鴇
国
）
の
全
貌

は
知
る
由
も
な
い
が
、
後
世
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
都
市
構
造
の
原
型
と
な
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
よ
う
。
こ
の
．
〈
１
タ
リ
村
は
、
既
に
《
百

川
の
流
入
す
る
、
財
貨
の
集
ま
る
地
》
令
貝
⑳
ｇ
の
８
口
四
日
》
愚
答
亀
急
白
も
．
隠
雰
目
劃
畠
も
．
器
吻
ｂ
ご
ゞ
員
君
．
雪
と
．
）
と
い
う
記
録
を
重

視
（
ｐ
卑
曽
時
。
》
胃
薑
己
耐
言
量
訂
旨
】
閉
．
岳
？
こ
］
〕
シ
ロ
目
。
）
す
る
な
ら
ば
、
往
古
の
時
代
に
は
ガ
ン
ジ
ス
河
（
恒
河
）
の
船
着
場
で
あ
っ
た
、

と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
、
ゞ
コ
ー
タ
マ
が
恒
河
を
渡
っ
た
渡
し
場
を
尋
コ
ー
タ
マ
渡
し
場
（
○
○
３
日
四
‐
丘
斥
冨
）
と
呼
ん
だ
前
述
の
叙
述

に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
よ
う
。
釈
尊
が
在
俗
信
者
た
ち
へ
の
説
法
の
中
で
、
《
こ
の
地
が
最
勝
の
都
市
の
城
と
な
る
だ
ろ
う
（
凹
麗
自
国
魑
国
目
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。
〈
Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ
の
漢
訳
語
例
と
し
て
、
（
音
写
）
波
羅
利
弗
多
羅
、
波
羅
利
弗
妬
路
、
波
羅
黎
弗
都
盧
。
（
音
略
）
巴
羅
利
弗
、
巴
陵⑪

弗
、
巴
連
弗
、
波
陀
離
、
巴
隣
、
波
羅
梨
、
波
叱
羅
、
波
陀
萱
子
。
（
音
訳
）
波
羅
利
子
、
波
叱
梨
子
処
、
華
子
城
。
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

先
ず
『
西
域
記
』
の
叙
述
（
『
大
正
蔵
』
五
一
・
九
一
○
下
）
に
よ
れ
ば
ｌ
、

、
、

、
、
、
、
、
、

碗
伽
（
３
月
画
．
ガ
ン
ジ
ス
河
）
河
南
有
二
故
城
如
周
七
十
余
里
。
荒
蕪
雌
し
久
基
吐
尚
有
。
昔
者
人
寿
無
量
歳
時
号
二
拘
蘇
摩
補
羅
城
や

、
、
、
℃

、
、
、
、
、

、
、
、
、

（
唐
言
二
香
花
宮
城
ご
王
宮
多
し
華
故
以
名
焉
。
逮
二
乎
人
寿
数
千
歳
や
更
名
二
波
叱
篭
子
城
毛
（
旧
日
二
巴
連
弗
ロ
島
訓
也
・
）

こ
こ
で
注
意
し
た
い
点
は
、
古
く
は
①
拘
蘇
摩
補
羅
城
と
言
い
、
後
に
②
波
啼
萱
子
城
と
名
づ
け
た
云
六
の
叙
述
で
あ
る
。
①
は

．
ハ
ー
リ
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
も
同
じ
）
の
百
２
白
眉
目
色
す
な
わ
ち
華
・
花
（
酉
の
ロ
目
勉
）
〔
の
〕
城
・
都
（
冒
国
）
で
あ
る
。
華
子

城
と
い
う
呼
称
は
こ
こ
に
由
来
す
る
。
玄
奨
は
「
華
多
き
を
以
て
こ
の
名
が
あ
る
」
と
述
べ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
目
の
巨
日
号
自
国
と
い
う

表
現
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

原
始
佛
教
聖
典
の
古
層
に
属
す
る
と
い
わ
れ
る
『
テ
１
リ
ー
・
ガ
ー
タ
ー
』
（
製
ミ
侭
ミ
言
ゞ
長
老
尼
偶
）
四
○
○
偶
に
よ
る
と
ｌ
、

ク
ス
マ
（
華
）
と
い
う
名
の
あ
る
都
。
〈
Ｉ
タ
リ
プ
ッ
タ
ｌ
そ
こ
は
素
晴
し
い
土
地
で
あ
る
が
ｌ
に
お
い
て
、
釈
迦
族
の
家
系
に
生

ま
れ
た
二
人
の
有
徳
の
比
丘
尼
が
あ
っ
た
。
（
ご
沙
鴨
畠
冒
言
冒
印
自
白
Ｐ
鼠
白
の
呵
習
巴
巷
鼻
国
目
冒
冒
昏
幽
国
司
、
日
Ｐ
且
①
ｇ
ご
鱒
‐

］
ハ
ロ
］
沙
］
肉
目
宮
口
倒
冒
○
（
ｃ
］
凰
冒
○
）
ａ
ぐ
①
ご
丘
］
］
門
丙
ロ
ロ
當
旦
○
ぬ
ロ
ロ
ゆ
く
ｐ
は
く
○
．
肴
宅
．
ぐ
．
』
Ｃ
ｅ
｜

と
、
あ
る
。
右
の
詩
偶
に
対
す
る
註
釈
（
、
ミ
ミ
貫
き
員
曾
邑
冒
】
望
嘩
も
．
麗
巳
に
よ
る
と
、

⑨

一
〕
冨
菖
の
困
威
）
》
と
予
言
し
た
こ
と
は
、
後
代
の
華
の
都
（
盲
］
豐
日
砦
日
蝕
》
冒
弓
冨
冒
国
』
官
名
眉
員
Ｐ
）
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
と
の
関
連
を

語
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
《
火
難
、
水
難
、
内
部
の
仲
違
い
か
ら
三
障
難
あ
り
》
と
予
言
し
た
こ
と
は
、
ヴ
ァ
ッ
ジ
共
和
国
と

⑩

の
か
ね
あ
い
か
ら
出
た
発
想
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
こ
の
経
典
で
注
目
し
た
い
点
は
、
破
戒
者
と
持
戒
者
に
対
す
る
釈
尊
の
説
法
に
あ
る
。

二
佛
滅
後
の
パ
ー
タ
リ
村
、
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
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そ
こ
で
《
華
の
名
の
あ
る
都
で
》
と
は
、
華
の
都
（
冒
呂
日
名
目
色
）
と
い
う
如
く
花
と
い
う
語
で
把
え
ら
れ
た
名
の
あ
る
都
で

（
｝
白
の
ロ
目
色
＄
目
の
己
鱒
盟
言
冨
目
目
鼻
①
ロ
侭
胃
の
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
都
（
城
）
を
．
〈
１
タ
リ
プ
ッ
タ
に
お
い
て
と

同
形
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
。
《
素
晴
し
き
土
地
に
お
い
て
》
と
は
、
全
て
の
土
地
に
あ
っ
て
素
晴
し
く
な
れ
る
、
と
い
う
義
。
《
釈

迦
族
の
家
系
に
生
ま
れ
た
る
》
と
は
、
釈
迦
族
に
お
け
る
良
家
の
娘
た
ち
で
あ
り
、
釈
子
で
あ
る
世
尊
の
教
え
に
お
い
て
出
家
せ
る

こ
と
で
、
斯
様
に
言
っ
た
の
で
あ
る
。

と
、
み
え
る
。
・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
を
ク
ス
マ
・
プ
ラ
と
並
ん
で
華
の
都
（
冒
噌
目
冒
国
』
官
名
息
員
ｐ
）
と
表
現
す
る
資
料
は
コ
ハ
ー

⑫
⑬

ヴ
ァ
ン
サ
』
ｅ
昏
言
ご
冒
冒
急
》
大
史
）
に
い
く
つ
か
見
れ
る
し
、
『
阿
育
王
伝
』
に
は
花
氏
城
と
称
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
）
に
お
け
る
釈
尊
入
浬
藥
後
の
舎
利
分
配
当
時
、
．
〈
１
タ
リ
プ
ッ
タ
は
そ
の
配
分
に
与
か
ら

⑭

な
か
っ
た
Ｓ
ｚ
，
目
》
弓
．
］
震
ｌ
息
ご
・
し
か
し
、
『
ブ
ッ
ダ
・
バ
ン
サ
』
（
国
匡
＆
目
ご
騨
冒
＄
〕
佛
種
姓
経
）
で
は
、
次
の
如
く
叙
述
す
る
。

い
ま
、
両
経
を
比
較
し
て
み
る
と
ｌ
、

八
基
の
舎
利
塔

マ
ガ
ダ
の
阿
闇
世
王
Ｉ
王
舎
城
ｌ
舎
利
塔

ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
（
砒
舎
離
）
の
ヴ
ァ
ッ
ジ
ー
（
肱
耆
）
族
ｌ
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
Ｉ
舎
利
塔

カ
ピ
ラ
城
の
釈
迦
族
ｌ
カ
ピ
ラ
城
Ｉ
舎
利
塔

ア
ッ
ラ
カ
ッ
パ
（
遮
羅
頗
）
の
ブ
リ
族
Ｉ
舎
利
塔

ラ
ー
マ
ガ
ー
マ
（
羅
摩
村
）
の
コ
ー
リ
ャ
族
ｌ
ラ
ー
マ
村
Ｉ
舎
利
塔

ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
パ
（
砒
留
提
）
の
婆
羅
門
ｌ
ヴ
ェ
ー
タ
デ
ィ
ー
・
〈
Ｉ
舎
利
塔

・
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
（
波
婆
）
の
マ
ッ
ラ
族
Ｉ
パ
ー
ヴ
ァ
ー
Ｉ
舎
利
塔

ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
（
ク
シ
ナ
ガ
ラ
拘
Ｐ
那
伽
羅
）
Ｉ
ク
シ
ナ
ー
ラ
ー
ー
舎
利
塔

8



と
。
こ
の
経
証
は
、
マ
ガ
ダ
の
首
都
が
王
舎
城
か
ら
。
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
ヘ
移
行
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
一
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
佛
滅
後
の
。
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
け
る
佛
弟
子
な
ど
の
対
話
は
、
主
と
し
て
ク
ッ
ク
タ
・
ア
ー
ラ
ー
マ
（
嵐
冒
こ
自
国
団
目
凹
』

屈
屈
庇
阿
羅
摩
、
鶏
園
、
鶏
林
精
舎
、
倶
師
羅
園
、
鶏
頭
摩
寺
、
鶏
園
寺
）
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
。
こ
の
鶏
園
寺
に
つ
い
て
玄
美
は

、
、
、
、
、
、
⑰

故
城
東
南
有
二
屈
屈
死
阿
濫
摩
（
唐
言
二
鶏
園
一
）
僧
伽
産
巽
無
憂
王
之
所
し
建
焉
。

と
、
い
う
。
し
か
し
阿
育
王
の
出
生
年
代
に
比
定
し
た
と
き
、
こ
の
記
録
は
誤
り
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
い
。
何
故
な
ら
佛
弟
子
阿
難

は
、
既
に
鶏
林
精
舎
、
鶏
園
寺
に
あ
っ
て
パ
ー
タ
リ
村
の
在
俗
信
者
た
ち
に
説
法
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
鶏
園
寺
と
阿
育
寺
（
Ｐ
ｍ
Ｏ
園
‐

７
と
、

が
、

と
し
、

ピ
ッ
パ
リ
ヴ
ァ
ナ
（
畢
鉢
羅
村
）
の
モ
ー
リ
ヤ
族

⑮

以
上
に
つ
い
て
は
『
長
部
』
「
大
般
浬
藥
経
」
と
「
ブ
ッ
ダ
・
ヴ
ァ
ン
サ
』
に
共
通
で
あ
る
。
『
ブ
ッ
ダ
。
ヴ
ァ
ン
サ
』
は
こ
の
あ
と
に
、

パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
に
水
鉢
（
且
巴
畠
‐
冨
茸
四
）
と
帯
。
チ
ャ
ン
・
ハ
ー
城
に
水
浴
衣
（
且
鳥
四
‐
閏
昌
国
）
。
コ
ー
サ
ラ
国
に
白
毫
（
目
息
‐

旨
目
国
）
が
あ
っ
た
。

灰
塔

ピ
ッ

瓶
塔

佛
浬
藥
後
。

⑯

中
一
最
大
。

ゴ
ー
タ
マ
大
仙
の
舎
利
分
配
は
、
衆
生
へ
の
慈
悲
の
た
め
な
り
、
と
古
人
は
伝
え
た
。

結
ん
で
い
る
。
も
と
よ
り
こ
の
記
事
は
、
「
佛
教
・
釈
尊
の
教
え
が
広
く
流
布
さ
れ
た
」
と
す
る
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る

パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
が
佛
滅
後
に
あ
っ
て
徐
女
に
脚
光
を
浴
び
て
き
た
素
地
を
窺
う
上
で
注
目
し
て
よ
い
。
こ
の
事
柄
に
関
連
し
て
、

佛
浬
藥
後
。
阿
闇
貰
王
以
二
人
民
転
禧
少
故
。
捨
一
一
王
舎
城
一
其
辺
更
作
二
一
小
城
圭
広
長
一
由
旬
。
名
二
波
羅
利
弗
多
酉
錐
猶
尚
二
於
諸
城

ド
ー
ナ
婆
羅
門
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国
目
四
）
、
そ
し
て
こ
の
両
寺
の
建
立
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
『
増
支
部
』
第
二
集
一
七
経
（
」
Ｚ
．
ぐ
」

ロ
筐
甲
）
、
『
中
部
』
第
五
二
「
八
城
経
」
（
』
意
言
曹
窩
身
暑
ｓ
‐
い
・
）
、
漢
訳
『
中
阿
含
』
二
一
七
（
『
大
正
蔵
』
一
・
八
○
二
上
）
、
十
支
居
入

城
人
経
（
『
大
正
蔵
』
一
・
九
一
六
上
）
な
ど
に
み
え
る
叙
述
Ｉ
、

ア
ッ
タ
カ
村
の
住
人
ダ
サ
マ
（
ｐ
ｍ
３
冒
四
）
居
士
は
、
鶏
園
寺
の
一
比
丘
を
訪
れ
、
ヴ
ェ
ー
ル
ヴ
ァ
村
に
い
た
阿
難
の
説
法
を
聞
い

て
喜
び
、
。
〈
－
タ
リ
プ
ッ
タ
と
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
の
比
丘
サ
ン
ガ
に
供
養
し
、
五
百
の
精
舎
を
阿
難
の
た
め
に
建
立
す
。

と
い
う
記
録
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑬

さ
て
、
鶏
園
寺
に
か
か
わ
る
経
典
と
内
容
を
列
挙
す
る
と
Ｉ
、

①
『
相
応
部
』
四
五
・
一
八
’
二
○
経
「
鶏
林
精
舎
」
窟
冨
ぐ
』
や
扇
‐
ゞ
具
．
己
自
己
‐
）

②
『
増
支
部
』
五
・
五
○
経
（
怪
ご
眉
目
』
弓
．
副
‐
＄
）
Ｉ
『
増
一
阿
含
』
二
四
（
『
大
正
蔵
』
二
・
六
七
九
上
）

ナ
ー
ラ
ダ
（
ｚ
削
煙
§
）
比
丘
、
パ
ー
タ
リ
村
の
鶏
園
精
舎
に
あ
り
。
ム
ン
ダ
（
冨
目
８
）
王
が
王
妃
、
ハ
ッ
ダ
ー
（
四
国
目
巴
を
失
な

っ
て
喪
心
し
て
い
る
の
を
見
、
老
・
病
・
死
・
尽
・
減
の
五
処
は
誰
人
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
説
法
し
て
王
の
悲
し
み
の

③
『
増
支
部
』
二
・
一
七
経
（
崔
冥
ぐ
〕
や
筐
甲
）
相
当
漢
訳
前
出
．
具
冒
冥
ｚ
ｏ
・
闇
（
ミ
ご
白
》
や
段
雫
）

パ
ー
タ
リ
村
に
来
て
い
た
ダ
サ
マ
居
士
が
阿
難
よ
り
四
禅
、
四
無
量
心
・
空
無
辺
。
識
無
辺
・
無
所
有
に
関
す
る
法
を
聞
き
、
阿

難
の
た
め
に
五
百
の
精
舎
を
建
立
す
。

④
『
大
正
蔵
』
二
・
一
四
六
中

矢
を
抜
い
た
。

と
説
く
。

〈
内
容
〉

鶏
林
精
舎
に
阿
難
と
賊
陀
羅
（
国
国
目
色
）
が
住
す
。
阿
難
は
、
八
支
の
邪
道
は
非
梵
行
で
あ
り
、
八
支
聖
道
こ
そ
梵
行
で
あ
る
、
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以
上
、
佛
滅
後
の
鶏
園
寺
に
関
す
る
経
典
を
一
瞥
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
典
に
共
通
す
る
も
の
は
、
佛
陀
の
弟
子
た
ち
が
こ
の
地
で
活
躍

し
て
い
た
こ
と
、
と
、
。
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
け
る
鶏
園
寺
の
重
要
さ
で
あ
る
。
初
期
の
園
林
、
僧
園
ａ
３
日
四
）
、
例
え
ば
．
〈
Ｉ
タ
リ
村

の
鶏
園
（
属
口
匡
自
国
働
目
⑳
）
、
ラ
ー
ジ
ャ
ガ
ハ
（
王
舎
城
）
の
ヴ
ェ
ー
ル
ヴ
ァ
ナ
園
（
ぐ
①
旨
ぐ
ゅ
目
勧
昌
い
〉
竹
林
園
）
、
ヴ
｝
－
１
サ
ー
リ
ー

の
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
林
（
鈩
目
ｇ
目
冒
四
口
四
）
、
コ
ー
サ
ン
ビ
ー
の
、
コ
ー
シ
タ
園
（
０
９
巴
薗
国
日
蝕
』
堅
師
羅
園
）
、
舎
衛
城
の
ジ
ェ
ー
タ
林

自
①
国
ぐ
色
目
国
目
色
》
逝
多
林
）
の
如
き
は
、
何
れ
も
都
城
の
周
辺
に
位
置
し
、
か
つ
中
心
地
よ
り
遠
か
ら
ず
近
か
ら
ざ
る
静
処
で
、
禅
定

に
適
し
た
土
地
が
選
ば
れ
て
い
る
。
か
つ
其
処
に
は
、
佛
教
教
団
や
比
丘
、
比
丘
尼
た
ち
修
行
者
の
生
活
を
保
証
す
る
在
俗
の
信
者
た
ち

が
住
み
、
佛
教
に
帰
依
し
て
い
た
現
象
を
重
視
す
熱
へ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
鶏
園
寺
は
い
っ
た
い
誰
が
建
立
し
た
の
か
。
こ
の
設
問
は
、
阿
育
寺
と
鶏
園
寺
と
の
同
異
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、

先
ず
鶏
園
寺
の
建
立
に
関
す
る
資
料
を
一
瞥
し
よ
う
。

①
『
西
域
記
』
八
（
『
大
正
蔵
』
五
一
・
九
一
二
中
）

、
、
、
、
、
、

故
城
（
華
子
城
）
東
南
有
一
一
屈
屈
駝
阿
濫
摩
（
園
巳
烏
自
国
国
日
湧
）
（
唐
言
一
一
鶏
園
一
）
僧
伽
藍
聿
無
憂
王
（
Ｉ
阿
育
王
）
之
所
し
建
焉
。
無
憂

王
初
信
二
佛
法
一
也
。
式
遵
崇
建
修
二
殖
Ｉ
植
善
種
毛
召
二
集
千
僧
一
凡
聖
両
衆
。
四
事
供
養
什
物
周
給
。
頽
設
己
久
基
祉
尚
在
。

②
『
長
部
』
註
（
ｂ
ｚ
・
堅
・
Ⅱ
曽
蚤
亀
鳧
ミ
亀
ミ
罰
望
畠
胃
》
や
曽
巴

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
（
嵐
○
３
日
目
）
に
ク
ッ
ク
タ
長
者
（
厨
口
匡
自
国
⑩
①
己
ら
・
〈
Ｉ
ヴ
ァ
リ
ヤ
長
者
（
勺
留
閏
辱
閉
の
寓
言
）
。
コ
ー
シ
タ
長

⑤
『
大
正
蔵
』
一
・
八
○
二
卜

八
城
。
持
二
多
妙
貨
聿

⑲等
、
が
目
に
つ
く
。

我
聞
如
是
。
一
時
佛
般
浬
藥
後
不
レ
久
。
衆
多
上
尊
名
徳
比
丘
。
遊
二
波
羅
利
子
城
毛
住
二
在
鶏
園
毛
是
時
第
十
（
ロ
四
３
自
画
）
居
士

城
。
持
二
多
妙
貨
聿
往
二
至
波
羅
利
子
城
印

一
時
佛
住
二
波
羅
利
弗
妬
路
国
圭
尊
者
阿
難
及
尊
者
迦
摩
。
亦
在
二
波
羅
利
弗
妬
路
鶏
林
精
金
具
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阿
育
王
が
そ
の
晩
年
、
《
最
後
の
落
摩
羅
果
（
四
日
９
．
マ
ン
ゴ
ー
）
を
鶏
頭
摩
寺
（
属
目
医
自
国
団
目
色
）
へ
献
じ
た
》
（
「
阿
育
王
伝
』
三
、

『
大
正
蔵
』
五
○
・
二
○
下
）
と
い
う
如
く
、
王
が
鶏
園
寺
へ
参
詣
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
鶏
園
寺
と
佛
弟
子
た
ち
と

の
関
わ
り
か
ら
言
え
ば
、
鶏
園
寺
は
阿
育
王
以
前
に
そ
の
原
型
が
出
来
上
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
阿
育
王
が
阿

育
寺
（
シ
印
○
圃
国
日
由
）
を
建
立
し
た
と
い
う
記
録
を
重
視
す
る
と
き
、
阿
育
王
が
大
増
築
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
鶏
園
寺
Ｉ
阿
育
寺
と
な
っ

⑳

た
と
み
る
考
察
が
成
り
立
つ
。
果
た
し
て
マ
ラ
ラ
セ
ー
ヶ
ー
ラ
は
、
『
西
域
記
』
の
①
の
資
料
に
つ
い
て
、
ア
ソ
ー
カ
・
ア
ー
ラ
ー
マ
（
阿

⑳

育
寺
）
は
古
い
ク
ッ
ク
タ
・
ア
ー
ラ
ー
マ
（
鶏
園
寺
）
の
基
礎
の
上
に
建
築
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

育
王
建
立
説
は
如
何
。

者
（
Ｑ
ｇ
巴
冨
、
①
唇
冒
）
の
三
豪
商
が
住
ん
で
い
た
。
か
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
帰
り
、
ク
ッ
ク
タ
長
者
に
よ
っ
て
ク
ッ
ク
タ
園
林

（
民
具
戸
自
国
働
日
四
）
が
、
パ
ー
ヴ
ァ
ー
リ
ャ
長
者
に
よ
っ
て
パ
ー
ヴ
ァ
ー
リ
ャ
園
林
（
甸
習
倒
昌
薗
国
日
四
・
℃
当
即
時
目
田
口
四
）
が
、
ゴ

ー
シ
タ
長
者
に
よ
っ
て
ゴ
ー
シ
タ
園
林
（
①
冒
凰
薗
圃
日
勉
）
が
造
ら
れ
た
。

③
『
ダ
ン
マ
．
。
〈
ダ
』
註
（
ｂ
言
ミ
ミ
ミ
ミ
邑
嘗
畠
昌
笥
眉
、
層
．
ｇ
甲
９
ｓ

コ
ー
サ
ン
ビ
ー
に
住
む
ク
ッ
ク
タ
、
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
リ
ャ
、
、
コ
ー
シ
タ
の
三
長
者
が
舎
衛
城
で
佛
を
見
て
帰
佛
す
。
帰
国
し
て
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
名
の
精
舎
を
建
立
し
て
教
団
に
奉
献
す
。

こ
の
資
料
の
中
、
②
③
は
後
代
の
註
釈
家
の
説
で
あ
る
点
、
そ
の
信
渥
性
は
確
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
僧
園
（
林
）
の
寄
進
者
が
自
分

の
名
を
園
林
に
付
す
る
例
の
多
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
鶏
園
寺
は
ク
ッ
ク
タ
長
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と
も
み
ら
れ
る
。
で
は
①
の
阿

イ
ン
ド
史
に
お
い
て
、
政
治
史
的
、
文
化
史
的
意
義
か
ら
み
て
、
い
わ
ゆ
る
・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
栄
光
は
、
阿
育
王
の
イ
ン
ド
統
一
と

⑳

マ
ウ
ル
ャ
王
朝
の
盛
時
に
始
ま
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。
阿
育
王
に
つ
い
て
は
多
く
の
学
人
の
業
績
に
委
ね
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、

三
阿
育
王
（
シ
ｇ
菌
）
と
．
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
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画
『
西
域
記
』
第
八
（
「
大
正
蔵
』
五
一
・
九
二
頁
上
）

、
、
、
、

釈
迦
如
来
浬
藥
之
後
。
第
一
百
年
有
二
阿
輸
迦
（
唐
言
一
一
無
愛
至
旧
日
二
阿
育
〔
王
一
〕
訓
也
・
）
王
者
や
頻
毘
娑
羅
（
唐
言
二
影
竪
旧
一
一
日
顔

、
、
、
、
、

婆
娑
〔
羅
一
〕
訓
也
・
）
王
之
曾
孫
也
。
自
二
王
舎
城
一
遷
二
都
波
陀
萱
毛
〔
重
〕
築
二
外
郭
一
周
二
於
故
城
圭
年
代
浸
遠
唯
余
二
故
基
圭

右
の
資
料
に
お
い
て
際
立
っ
た
相
違
点
は
、
『
西
域
記
』
に
あ
っ
て
は
言
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
の
曾
孫
阿
育
」
と
し
、
他
の
資
料
で
は
「
ビ

ン
ド
ゥ
サ
ー
ラ
の
子
阿
育
」
と
す
る
記
事
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
、
ピ
ン
ビ
サ
ー
ラ
（
頻
砒
娑
羅
、
頻
婆
娑
羅
）
は
《
佛
陀
よ
り
五
年
若

⑳

く
一
五
歳
に
し
て
即
位
し
、
そ
の
後
、
佛
陀
の
教
化
を
受
け
た
が
最
後
に
は
子
の
阿
闇
世
に
試
さ
れ
た
》
王
で
あ
る
。
釈
尊
と
の
出
会
い

⑳

は
《
出
家
後
の
ゴ
ー
タ
マ
が
王
舎
城
に
来
た
の
を
見
て
、
そ
の
出
家
を
断
念
さ
せ
よ
う
と
し
た
》
こ
と
に
始
ま
る
。
『
西
域
記
』
の
記
事

阿
育
王
と
パ
ー
タ
リ
。
フ
ト
ラ
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を
お
い
て
論
を
進
め
た
い
。
先
ず
、
こ
れ
に
関
説
す
る
代
表
的
な
資
料
を
列
挙
し
よ
う
。

㈲
コ
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
』
（
冒
昌
劃
一
§
旨
も
．
路
「
大
史
』
）

か
の
阿
育
王
は
父
よ
り
与
え
ら
れ
た
ウ
ッ
ジ
ェ
ー
’
－
－
（
昌
一
①
目
ゞ
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
国
）
の
王
国
を
捨
て
て
病
め
る
ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー

ラ
（
国
且
ロ
出
昌
）
王
の
い
る
。
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
ヘ
来
た
。

ロ
『
デ
ィ
ー
パ
バ
ン
サ
』
（
ｂ
ざ
き
き
鼠
も
．
認
『
島
史
』
）

阿
育
王
子
は
父
王
の
命
に
よ
っ
て
、
西
部
イ
ン
ド
の
ウ
ッ
ジ
ェ
ー
ニ
ー
に
太
守
と
し
て
赴
任
す
。
一
日
、
父
王
の
余
命
日
夜
に
せ

ま
る
と
い
う
報
告
を
う
け
、
急
ぎ
パ
ー
タ
リ
・
フ
ト
ラ
に
帰
る
。
四
年
間
に
亘
る
王
位
争
奪
が
あ
り
、
末
弟
テ
ィ
ッ
サ
（
園
の
ｇ
）
以
外

の
長
兄
ス
マ
ナ
（
留
日
閏
〕
“
）
他
九
八
人
の
兄
弟
を
殺
し
て
王
位
に
就
く
。

白
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
『
印
度
佛
教
史
』
（
寺
本
椀
雅
訳
四
四
頁
）

阿
育
王
は
諸
兄
弟
に
よ
る
身
の
危
険
を
感
じ
、
父
王
に
「
自
分
に
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
を
住
処
と
し
て
与
え
よ
」
と
申
し
立
て
、
父

よ
り
。
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
を
与
え
ら
れ
た
。
阿
育
王
は
都
城
内
に
五
百
の
園
林
を
造
り
、
一
千
の
管
絃
の
探
女
に
囲
ま
れ
て
享
楽
の
生

活
を
送
っ
た
。
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雪

に
よ
る
と
、
阿
育
王
は
阿
閣
世
王
の
孫
（
Ｉ
頻
砒
娑
羅
王
の
曾
孫
）
と
い
う
系
譜
に
な
る
。
と
す
れ
ば
前
述
の
「
阿
閣
貰
王
が
王
舎
城
を

捨
て
て
一
小
城
波
羅
利
弗
多
羅
を
作
る
」
（
『
大
正
蔵
」
二
五
・
七
八
上
）
「
ヴ
ァ
ッ
ジ
ー
族
に
備
え
る
た
め
二
大
臣
に
．
ハ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
に

築
城
を
命
じ
た
」
（
ｂ
ｚ
・
目
も
，
喝
‐
》
尋
薑
ミ
屋
胃
も
．
隠
砕
目
劃
菖
で
．
鵠
）
と
い
う
伝
承
と
矛
盾
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
西
域
記
』
の
こ
の

条
は
誤
り
と
す
る
見
解
（
例
え
ば
山
崎
元
一
「
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
伝
説
の
研
究
』
三
八
頁
註
③
）
が
成
り
立
つ
。

他
方
、
ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー
ラ
（
頻
頭
莎
羅
、
頻
頭
娑
羅
）
の
子
と
す
る
資
料
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー
ラ
は
「
マ
ゥ
ル
ャ
王
朝

の
祖
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
一
世
（
８
画
日
侭
息
菌
与
の
子
で
王
位
に
就
き
、
在
位
二
八
年
、
百
一
子
あ
っ
て
阿
育
王
が
彼
の
王
位
を
嗣

⑳

い
だ
」
と
い
う
こ
と
に
照
応
し
て
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
一
世
’
第
二
代
ビ
ン
ド
ゥ
サ
ー
ラ
ー
ァ
シ
ョ
ー
ヵ
（
阿
育
）
と
い
う
系
譜
が
成

り
立
つ
。
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
こ
そ
は
、
シ
リ
ア
王
セ
レ
ウ
コ
ス
。
’
－
－
カ
ト
ー
ル
窃
巴
の
烏
○
ｍ
冒
冨
ａ
烏
）
の
軍
を
破
り
、
イ
ン
ド
全

土
に
お
け
る
最
初
の
大
帝
国
（
マ
ゥ
ル
ャ
王
朝
）
を
創
始
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
王
朝
の
最
盛
期
を
迎
え
た
の
が
阿
育
王
時
代
で
あ
る
こ

⑳

と
か
ら
す
れ
ば
、
ア
シ
三
－
力
王
（
監
○
富
〉
阿
育
）
を
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
プ
タ
の
孫
と
す
る
見
解
が
正
当
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
阿
育
王
と
パ
Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ
と
い
う
こ
の
項
の
主
題
に
戻
っ
て
考
察
す
る
と
き
、
．
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
の
築
城
、
遷
都
が
誰

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
複
雑
に
絡
み
あ
っ
て
く
る
。
少
く
と
も
、
前
述
の
資
料
以
外
に
ジ
ャ
イ
ナ
所
伝
（
国

］
。
。
。
宮
｝
習
威
量
息
ミ
亀
ヘ
ミ
も
億
》
駕
崗
．
ぐ
９
．
〆
桝
目
も
・
〆
弓
・
）
等
の
記
事
、
例
え
ば
阿
閣
世
王
の
子
・
後
継
者
ウ
ダ
ー
イ
ン
（
口
尉
冨
昌
》

⑳

ご
尉
置
目
自
国
）
に
よ
る
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
建
設
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
設
問
は
、
そ
の
ま
ま
既
述
の
鶏
園
寺
に
関
わ
る
問
題

と
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
阿
育
王
と
鶏
園
寺
、
阿
育
寺
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。

阿
育
王
が
鶏
園
寺
へ
参
詣
し
た
こ
と
は
既
に
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
と
は
別
に
王
が
阿
育
寺
（
陦
○
圃
働
目
四
）
を
建
立
し
、
そ
こ
に
詣
で
た

と
い
う
記
事
が
み
え
る
。
そ
れ
ら
は
、
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
』
五
・
八
二
、
一
六
四
（
参
照
）
《
自
ら
阿
育
園
を
作
ら
し
め
た
》
や
『
阿
育

王
伝
』
（
『
大
正
蔵
』
五
○
・
一
○
二
中
’
一
○
四
下
）
『
阿
育
王
経
』
（
『
大
正
蔵
』
五
○
・
一
三
五
中
’
三
一
九
上
）
『
デ
ノ
‐
１
パ
ヴ
ァ
ン
サ
』
七
・

三
’
四
（
参
照
）
『
善
見
律
毘
婆
沙
』
（
「
大
正
蔵
』
二
四
・
六
八
二
中
）
の
「
阿
育
僧
伽
藍
」
に
う
か
が
わ
れ
る
。
佛
教
王
と
い
わ
れ
る
阿
育

14



王
の
面
目
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
そ
の
一
班
を
窺
知
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
阿
育
王
と
。
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
と
の
関
わ
り
は
、
第
三
結
集
地

と
い
う
事
件
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
第
三
結
集
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
学
人
に
よ
っ
て
問
題
点
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ア
シ
ョ
ー
カ
王
時
代
に
お
け
る
佛
教
の
中
心
地
と
い
う
点
で
考
え
て
み
た
い
。

い
わ
ゆ
る
釈
尊
伝
道
の
中
心
地
は
、
佛
陀
時
代
に
あ
っ
て
は
マ
ガ
ダ
と
コ
ー
サ
ラ
、
王
舎
城
と
舎
衛
城
に
ま
た
が
る
地
域
で
あ
っ
た
。

佛
滅
後
の
佛
教
教
団
が
、
釈
尊
四
十
有
余
年
の
伝
道
生
活
に
大
き
な
比
重
を
も
つ
舎
衛
城
を
離
れ
て
東
方
へ
移
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

⑳

か
っ
て
筆
者
も
述
令
へ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
何
故
、
舎
衛
城
が
佛
滅
後
の
教
団
史
か
ら
忽
然
と
消
え
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
を
探
索
す

る
こ
と
は
控
え
た
い
。
た
だ
佛
滅
後
の
教
団
勢
力
の
消
長
は
、
何
と
言
っ
て
も
結
集
の
地
と
。
〈
ラ
レ
ル
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
結
集
地

を
中
心
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

周
知
の
如
く
結
集
（
段
ョ
四
ｓ
の
歴
史
は
、
佛
入
滅
直
後
の
王
舎
城
外
七
葉
窟
の
結
集
（
第
一
結
集
）
。
佛
滅
一
○
○
’
二
○
年
後
、

政
闇
子
比
丘
（
ぐ
皇
君
貝
冨
冨
）
の
十
事
問
題
（
南
北
両
伝
共
通
）
に
お
い
て
十
事
非
法
を
議
決
し
た
（
南
伝
、
『
法
顕
伝
』
『
摩
訶
僧
祇

律
』
）
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
（
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
１
）
結
集
（
第
二
結
集
）
。
そ
し
て
南
方
佛
教
の
伝
え
る
阿
育
王
の
灌
頂
即
位
第
十
六
年
（
セ

イ
ロ
ン
で
は
佛
滅
二
三
六
年
）
の
．
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
け
る
結
集
（
第
三
結
集
。
但
し
問
題
多
し
）
で
あ
る
。
こ
の
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ

に
お
け
る
第
三
結
集
に
関
し
て
は
、
既
に
識
者
の
詳
細
な
研
究
（
塚
本
啓
祥
『
初
期
佛
教
教
団
史
の
研
究
」
第
二
篇
第
二
、
三
章
）
が
あ
る
の
で
～

今
は
そ
れ
ら
に
譲
る
と
し
て
、
要
は
、
・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
で
何
ら
か
の
結
集
が
な
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
を
重
視
す
れ
ば
足
り
る
。

少
く
と
も
阿
育
王
時
代
、
佛
教
の
中
心
地
が
。
〈
Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
異
論
な
い
。
阿
育
王
時
代
と
広
義
に
把
え
る
な
ら

ば
、
西
方
ウ
ッ
ジ
ェ
ー
’
－
１
（
ア
ヴ
ァ
ン
テ
ィ
国
）
と
東
方
ヴ
ェ
ー
サ
ー
リ
ー
、
そ
し
て
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
と
い
う
広
領
域
が
推
定
さ
れ

よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
阿
育
王
法
勅
の
分
布
か
ら
み
て
首
肯
し
う
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
阿
育
王
時
代
に
比
丘
教
団
が
盛
時
を
迎
え
、
い

わ
ゆ
る
賊
住
比
丘
の
問
題
が
生
じ
て
教
団
内
部
の
統
制
す
ら
不
可
能
な
兆
候
を
み
た
。
そ
の
こ
と
は
、
か
の
阿
育
法
勅
の
示
す
と
こ
ろ
で

あ
る
。
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
『
小
石
柱
法
勅
』
は
、
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．
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
に
関
す
る
都
市
の
文
化
史
的
紹
介
と
し
て
、
Ｌ
・
Ａ
・
ワ
ッ
デ
ル
（
５
Ｐ
，
弓
四
量
①
こ
の
す
ぐ
れ
た
報
告
（
ｂ
房
８
罵
逗

旦
暮
毎
門
。
凰
望
詩
旦
勺
亀
ミ
巷
ミ
ミ
》
尋
輔
廻
墓
さ
ミ
ミ
ａ
旦
暮
、
の
言
馬
訂
》
９
言
鼻
菌
』
畠
隠
》
罰
も
。
鼻
（
）
菖
圃
式
。
ミ
ミ
。
畠
員
、
亀
蔚
亭

宮
ミ
倉
（
、
ミ
ミ
）
号
．
忌
呂
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
て
《
一
国
今
こ
こ
。
賞
ミ
ミ
ミ
同
亀
曾
Ｓ
唇
倉
量
目
ミ
。
い
》
』
ぐ
巳
．
や
》
弓
．
電
利
ご
‐

司
雫
。
，
い
く
．
弓
四
目
②
（
勺
騨
昌
冒
可
四
）
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
又
、
，
．
Ｂ
・
ス
プ
ー
ナ
ー
の
（
ロ
．
国
智
○
○
］
〕
①
月
画
式
‐

・
ミ
ミ
さ
毫
吻
鼻
甸
劇
画
与
昇
国
』
舎
今
ミ
ミ
印
、
。
ミ
ミ
崔
苫
言
里
。
電
。
具
忽
ミ
ミ
運
旦
ご
凰
量
】
閏
）
．
巴
中
宮
＄
や
丸
山
次
雄
氏
の
「
パ
ー
ー

タ
リ
プ
ト
ラ
の
都
市
形
態
」
（
『
８
』
臼
叩
．
弓
．
恩
‐
患
》
ご
＄
）
が
あ
る
。

政
治
都
市
。
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
と
そ
の
城
砦
都
市
に
つ
い
て
、
佐
藤
圭
四
郎
氏
は
『
古
代
イ
ン
ド
』
（
二
三
○
頁
ｌ
）
の
中
で
、

「
比
丘
も
し
く
は
比
丘
尼
に
し
て
、
僧
伽
〔
の
和
合
〕
を
破
る
も
の
は
、
す
罰
へ
て
こ
れ
ら
に
白
衣
を
着
せ
し
め
て
、
精
舎
な
ら
ざ

る
と
こ
ろ
に
住
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
」

⑳

と
、
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
の
法
勅
は
「
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
大
官
に
勅
命
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
。
〃

い
ま
一
つ
、
阿
育
王
の
佛
教
指
導
者
と
し
て
、
ウ
パ
グ
プ
タ
（
ロ
冨
唱
冒
凹
》
優
波
堀
多
）
と
モ
ッ
ガ
リ
プ
ッ
タ
・
テ
ィ
ッ
サ
（
冒
○
謁
農
‐

⑪

冒
洋
色
目
の
困
目
腱
連
子
帝
須
）
が
北
伝
、
南
伝
の
資
料
に
お
い
て
脚
光
を
浴
び
る
。
換
言
す
れ
ば
、
阿
育
王
時
代
の
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ

は
、
阿
育
王
と
こ
の
二
人
の
佛
教
指
導
者
に
よ
っ
て
佛
教
隆
盛
を
迎
え
た
反
面
、
激
増
す
る
佛
教
人
口
と
い
う
現
象
の
中
で
、
賊
住
比
丘

を
規
制
す
る
何
ら
か
の
法
規
ｌ
法
勅
の
発
令
が
必
要
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

か
っ
て
ア
ー
ジ
ー
ヴ
ィ
カ
教
に
つ
い
て
業
績
を
問
う
た
Ａ
・
Ｌ
・
バ
シ
ャ
ム
（
傍
．
Ｆ
国
騨
の
冒
日
）
は
、
そ
の
箸
（
ご
尽
弓
。
員
亀
罫
昌

ｇ
鼠
尋
ミ
皆
》
ｚ
の
言
固
○
鳥
、
忌
雪
．
胃
Ｑ
８
・
や
塔
）
の
中
で
、
「
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
に
お
い
て
ジ
ャ
イ
ナ
聖
典
の
大
結
集
が
行
わ
れ
た
」

ｇ
鼠
尋
ミ
皆
》
ｚ
①
言

と
、
聖
地
零
へ
て
い
る
。

四
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
雑
考
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パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
城
砦
都
市
の
景
況
に
つ
い
て
、
既
に
Ｔ
・
Ｗ
・
リ
ス
・
デ
ヴ
ィ
ッ
ズ
（
目
．
言
．
”
身
の
口
騨
ぐ
己
鋤
）
が
、
そ
の
著

（
国
ミ
葺
量
野
忌
璽
》
曽
己
ａ
・
》
ら
ｇ
、
ロ
麗
甲
）
に
お
い
て
、
メ
ガ
ス
テ
Ｉ
ネ
↑
１
ス
の
著
書
の
断
片
報
告
に
拠
っ
て
城
壁
を
め
ぐ
ら
し

⑬

た
城
砦
部
市
。
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
の
構
造
を
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。
メ
ガ
ス
テ
ー
ネ
ー
ス
の
著
書
の
断
片
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
・
Ａ
・
シ
ュ
ヴ

ァ
ン
￥
ヘ
ッ
ク
日
・
缶
．
の
。
冒
暑
Ｐ
目
の
鳥
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
、
マ
ッ
ク
ク
リ
ン
ド
ル
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
同
．
吟
．
の
○
宮
ご
塑
号
①
烏
且
↑

』
寺
恥
邑
急
ぎ
ミ
の
尋
鼠
冒
国
》
国
○
国
口
》
品
心
①
．
］
写
員
旨
。
○
吋
旨
巳
①
茸
・
』
槌
含
言
詩
ミ
尋
鼠
量
昌
骨
の
国
、
尋
凰
守
廷
冒
招
畠
碁
＄
尽
め
ミ
ミ
竪
蚤
亀
ご
〕
閃
①
『
．

西
口
Ｑ
８
．
・
の
巴
Ｏ
目
３
』
患
ｇ
・
が
あ
る
。

都
市
構
造
に
つ
い
て
、
既
に
古
く
《
王
者
の
辺
境
に
城
市
あ
り
、
堅
固
な
城
壁
（
§
惇
且
尉
冨
）
と
堅
固
な
城
壁
楼
。
塁
（
§
昏
幽
‐
凰
圃
‐

３
‐
甘
国
ｇ
）
と
一
門
が
あ
り
》
Ｓ
ご
・
目
》
回
路
）
と
、
古
代
都
市
の
姿
を
叙
述
し
て
い
る
。
い
ま
、
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
が
．
ヘ
ル
シ
ア
の
王

都
・
ヘ
ル
セ
ポ
リ
ス
と
関
わ
り
を
も
つ
点
に
つ
い
て
、
「
。
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
の
ア
シ
ニ
ー
カ
王
宮
殿
の
外
面
的
構
造
が
。
ヘ
ル
セ
ポ
リ
ス
の
タ

⑭

レ
イ
オ
ス
大
王
の
宮
殿
と
類
似
し
て
い
る
」
と
言
う
。

も
と
よ
り
小
論
の
筆
者
は
、
考
古
学
的
知
識
に
乏
し
い
故
に
こ
れ
ら
の
諸
見
解
に
対
す
る
的
確
な
判
断
を
用
意
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
問
題
提
起
に
と
ど
め
た
い
。
メ
ガ
ス
テ
ー
ネ
ー
ス
が
セ
レ
ウ
コ
ス
・
ニ
ー
カ
ト
ー
ル
の
大
使
と
し

て
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
グ
ブ
タ
の
王
宮
・
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
に
滞
在
（
前
三
○
二
’
二
八
八
）
し
た
記
録
や
、
メ
ガ
ス
テ
ー
ネ
ー
ス
の
眼
に
映
じ
た
イ

ン
ド
の
宗
教
に
つ
い
て
述
寺
へ
た
ア
ラ
ン
・
ダ
ー
ル
キ
ス
ト
の
著
（
と
厨
ロ
ロ
四
国
呂
胃
｝
二
寺
習
の
尋
§
風
雪
鼠
冒
昌
冒
尋
舞
ご
雪
舎
｝
ｄ
も
号
鱒
匿
》

乞
曾
）
の
見
解
も
、
今
後
の
興
味
あ
る
課
題
と
し
て
残
る
。

中
央
か
ら
都
の
太
守
に
任
命
さ
れ
、
地
方
に
赴
任
し
た
王
族
た
ち
が
駐
在
し
て
行
政
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
都
市
で
あ
る
。
古
代

イ
ン
ド
の
都
市
は
経
済
都
市
で
な
く
、
純
粋
な
政
治
都
市
で
あ
る
。

と
、
述
寺
へ
、
「
そ
れ
は
都
市
国
家
時
代
の
都
市
が
も
っ
て
い
た
性
格
と
構
造
を
も
ち
、
．
〈
１
タ
リ
プ
ト
ラ
は
そ
の
代
表
的
な
一
つ
で
あ
る
。
」

⑫

と
述
べ
て
い
る
。
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マ
ウ
ル
ャ
王
朝
の
首
都
パ
ー
タ
リ
プ
ｈ
ラ
は
、
現
ビ
〈
－
ル
州
の
首
都
。
ハ
ト
ナ
の
近
辺
に
位
置
し
た
旧
都
城
で
あ
る
。
釈
尊
時
代
、
一

村
邑
パ
ー
タ
リ
ガ
ー
マ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
の
地
が
、
ア
シ
室
！
ヵ
王
時
に
お
い
て
佛
教
盛
行
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
シ
リ
ア

の
セ
レ
ウ
コ
ス
王
の
大
使
メ
ガ
ス
テ
ー
ネ
ー
ス
の
滞
在
地
と
し
て
、
イ
ン
ド
と
西
方
と
の
交
流
が
な
さ
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ロ
ス
大
王
の
イ
ン
ド
侵
入
（
前
三
三
七
年
）
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ア
と
イ
ン
ド
と
の
交
渉
が
始
ま
る
の
で
あ
る
が
、
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
（
ミ

リ
ン
ダ
王
）
と
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
（
那
先
比
丘
）
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
思
想
と
佛
教
と
の
対
論
を
伝
え
る
『
ミ
リ
ン
ダ
・
〈
ソ
ハ
ー
』
含
罵
一
曽
冒
‐

曹
ミ
愚
》
那
先
比
丘
経
）
は
、
わ
れ
わ
れ
に
東
西
交
流
の
一
頁
を
開
か
せ
た
。
こ
の
経
典
が
西
北
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
と
い
う
が
、
果
た

し
て
何
処
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
は
決
し
が
た
い
。

古
く
ガ
ン
ジ
ス
河
の
船
着
場
と
し
て
発
足
し
た
パ
ー
タ
リ
プ
ッ
タ
は
、
ア
シ
ョ
ー
ヵ
王
時
に
あ
っ
て
政
治
、
文
化
の
華
咲
く
都
、
ク
ス

マ
プ
ラ
と
呼
称
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
・
ハ
ト
ナ
と
み
ら
れ
る
こ
の
地
は
、
イ
ス
ラ
ム
王
朝
下
に
は
回
教
学
研
究
の
メ
ッ
カ
と
し
て
、

、
へ
ゞ
ル
シ
ャ
語
の
研
究
地
と
し
て
の
名
を
と
ど
め
た
地
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
の
歩
み
を
想
う
と
き
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
文
献
で
著

名
な
フ
タ
ー
バ
ク
シ
ュ
東
洋
文
庫
（
尻
目
８
９
丙
呂
○
国
①
貝
巴
ロ
耳
目
己
の
存
在
す
る
理
由
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
。
〈
ト
ナ
か
ら
受
け
た
印
象
（
一
九
七
九
年
訪
問
）
は
、
文
化
の
香
り
と
ほ
ど
遠
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
華
の
都
、
華
子
城
と
呼
ば
れ
た

・
ハ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
今
昔
を
、
そ
し
て
時
の
流
れ
を
実
感
と
し
て
う
け
と
め
た
筆
者
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
筆
を
棚
く
。

註
①
佛
教
関
係
と
し
て
、
塚
本
啓
祥
『
初
期
佛
教
教
団
史
の
研
究
』
第
三
章
二
二
九
頁
以
下
（
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
の
結
集
を
中
心
に
し
た
論
述
）
。
文
化

史
的
、
政
治
史
的
研
究
と
し
て
山
崎
元
一
『
ア
シ
ヨ
ー
カ
王
伝
説
の
研
究
』
第
三
章
以
後
及
び
付
篇
第
一
’
第
三
章
。
考
古
学
的
研
究
と
し
て
Ｆ
・
炉
．

タ
『
色
目
①
房
冒
輪
８
ミ
ミ
（
包
菖
喝
偏
。
軋
堕
誌
（
邑
卑
ミ
巷
ミ
き
』
達
、
聾
慧
員
ご
曇
旦
暮
、
翁
馬
恥
訂
》
（
堅
目
倖
騨
』
扁
畠
．
等
。
な
お
、
小
論
の
四
参

②
ヨ
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
」
二
・
二
五
’
二
七
に
「
ビ
ン
ピ
サ
ー
ラ
王
と
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
王
子
と
は
朋
友
で
両
者
の
父
も
亦
、
朋
友
だ
っ
た
（
二
五
）
。

菩
薩
（
Ｉ
ブ
ッ
ダ
）
は
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
よ
り
五
歳
長
じ
（
二
六
）
・
」
『
ス
ッ
タ
・
｝
一
バ
ー
タ
』
四
○
九
偶
に
「
佛
、
出
家
し
て
王
舎
城
に
到
る
。

照
○

（
一
九
八
○
・
三
。
五
）
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⑮
『
ブ
ッ
ダ
ヴ
ァ
ン
サ
』
二
八
・
九
Ｇ
．
品
）
。

⑯
『
大
智
度
論
』
三
（
『
大
正
蔵
』
二
五
・
七
八
上
）
。

⑰
『
西
域
記
』
（
「
大
正
蔵
』
五
一
・
九
一
二
中
）
。
『
法
顕
伝
』
は
鶏
園
寺
に
ふ
れ
な
い
。

⑬
前
田
恵
学
『
前
掲
書
』
一
五
二
頁
、
塚
本
啓
祥
『
前
掲
書
」
三
一
四
頁
以
下
参
照
。

⑲
冒
四
園
ぐ
凋
鴇
・
昌
目
・
瞳
．
貝
再
ミ
ミ
愚
消
》
層
函
ｇ
ｌ
ｇ
ｅ
「
こ
こ
（
鶏
園
寺
）
に
住
し
た
上
座
と
し
て
ｚ
旨
勧
め
旨
》
断
冒
勧
め
旨
》
（
ざ
冨
冨
》
国
冒
盟
』

国
且
房
Ｐ
３
目
Ｅ
〕
鱒
の
名
を
挙
げ
る
」
。

⑬
『
大
正
蔵
』
五
○
・
一
、

⑭
団
員
き
き
国
尋
の
曇
ゞ
固
認
‐

③
葺
昏
沙
（
日
夢
四
）
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
は
詳
冒
‐
箇
箇
（
際
．
曲
儲
昏
騨
‐
冨
国
）
に
つ
い
て
」
（
「
佛
教
研
究
」
第
四
号
）
。

⑨
ｓ
ヨ
ミ
も
め
野
ｂ
望
．
ロ
】
詞
電
｝
尋
薑
ミ
忌
消
も
閏
暗
．
な
お
《
佛
、
予
言
す
。
イ
ン
ド
に
二
大
都
市
あ
り
。
。
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
と
ロ
ー
ル
カ

（
閃
○
百
§
）
な
り
。
一
つ
が
衰
え
る
時
は
一
つ
が
栄
え
、
一
つ
が
栄
え
る
と
き
は
一
つ
が
衰
え
る
。
（
目
こ
ぎ
員
３
ｓ
．
甲
、
造
陣
）
》

⑩
め
ご
，
〆
個
員
届
め
ど
．
ぐ
）
や
扇
．

⑪
赤
沼
智
善
「
印
度
佛
教
固
有
名
詞
辞
典
」
四
九
六
頁
ｂ
・

＠
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
』
二
九
・
三
六
。
「
デ
ィ
ー
パ
ヴ
ァ
ン
サ
』
五
・
三
九
。
な
お
、
『
異
部
宗
輪
論
』
に
「
佛
薄
伽
梵
浬
樂
後
。
百
有
余
年
去

、
、
、
、

聖
時
流
。
如
日
久
没
。
摩
娼
陀
国
倶
蘇
摩
城
王
号
無
憂
」
（
「
大
正
蔵
』
四
九
・
一
五
上
）
。

⑬
『
大
正
蔵
』
五
○
・
一
○
○
中
’
一
○
一
下
。

⑦⑥⑤④③
掲
載
・
）

ピ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
、
佛
を
見
て
出
家
を
断
念
す
る
よ
う
す
す
め
る
。
」
『
ダ
ン
マ
．
．
〈
ダ
註
』
一
・
八
八
頁
「
佛
、
三
迦
葉
を
教
化
後
、
王
舎
城
に
て

ピ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
の
約
束
を
果
た
す
尋
へ
く
王
舎
城
へ
入
る
。
王
、
竹
林
園
を
寄
進
す
。
」

中
村
元
「
王
舎
城
に
お
け
る
釈
尊
の
活
動
」
（
鈴
木
学
術
財
団
「
研
究
年
報
」
４
）

拙
論
「
初
期
佛
教
教
団
と
舎
衛
城
」
（
「
印
仏
研
」
一
八
・
二
）

前
田
恵
学
『
原
始
佛
教
聖
典
の
成
立
史
研
究
」
六
四
’
五
頁
参
照
。

拙
論
『
初
期
佛
教
教
団
と
ヤ
ク
シ
ャ
（
夜
叉
）
と
の
か
か
わ
り
（
「
宗
教
研
究
」
二
四
二
号
。
な
お
、
詳
し
く
は
『
佛
教
史
学
論
集
』
（
未
刊
）
に

吻
慧
敦
亀
篭
、
到
量
》
ぐ
ぐ
．
心
・
“
ｌ
吟
。
や
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⑳
赤
沼
智
善
『
前
掲
書
』
三
二
四
頁
ｂ
・

＠
冒
農
巴
儲
鳥
閂
男
ロ
ミ
さ
さ
曇
ミ
ミ
、
劃
科
、
蓑
§
ミ
ご
倉
蒼
鴎
》
ぐ
巳
自
》
回
国
、
．

、
塚
本
啓
祥
『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
』
（
サ
ー
ラ
叢
書
虹
）
、
山
崎
元
一
『
前
掲
書
』
、
宇
井
伯
寿
「
阿
育
王
刻
文
」
（
『
印
度
哲
学
研
究
』
四
所
収
）
。

⑳
淳
昏
訂
ご
邑
暑
農
ゞ
目
｜
ぢ
．

⑳
②
⑤

⑮
塚
本
啓
祥
『
初
期
佛
教
教
団
史
の
研
究
』
七
四
頁
以
下
に
、
ジ
ャ
イ
ナ
所
伝
等
の
資
料
に
よ
る
詳
述
が
あ
る
。

⑳
巳
号
ミ
ミ
雷
自
』
ぐ
哩
臼
コ
ョ
』
嵐
皇
冨
尋
習
ａ
暑
い
ａ
ご
〉
扇
』
鼈
．

⑳
塚
本
啓
祥
『
前
掲
害
』
六
二
頁
。
第
一
篇
第
三
章
マ
ガ
ダ
王
統
史
、
参
照
。

⑳
同
『
前
掲
害
』
七
七
頁
。

⑳
④

⑳
塚
本
『
前
掲
聿
匡
三
三
四
頁
。

、
ウ
パ
グ
プ
ク
は
、
佛
滅
一
○
○
年
旨
呂
自
国
に
グ
プ
タ
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
。
〈
－
タ
リ
プ
ト
ラ
に
来
て
ア
シ
ョ
ー
カ
王
の
師
と
な
り
佛
跡
巡

拝
を
す
す
め
る
（
固
き
筒
ご
員
劃
量
》
喝
．
置
孚
鵠
巴
・
モ
ッ
ガ
リ
プ
ッ
タ
・
テ
ィ
ッ
サ
は
、
『
論
事
』
（
局
§
訂
ご
園
ミ
ミ
）
を
作
り
、
異
流
を
破
斥
し
、

一
千
の
阿
羅
漢
を
集
め
て
阿
育
園
（
阿
育
寺
）
で
結
集
（
第
三
結
集
）
す
（
。
号
§
ａ
詩
吟
倉
）
ぐ
目
・
雪
１
＄
）
。

⑫
佐
藤
圭
四
郎
『
古
代
イ
ン
ド
」
二
三
○
頁
以
下
〈
政
治
都
市
、
．
〈
Ｉ
タ
リ
プ
ト
ラ
〉
の
所
論
。
山
崎
元
一
「
前
掲
書
』
二
七
六
頁
以
下
参
照
。

の
①
○
侭
の
雪
○
８
８
烏
》
門
目
。
Ｈ
の
①
冨
冒
目
三
四
》
金
倉
円
照
訳
註
『
古
代
イ
ン
ド
と
ギ
リ
シ
ア
文
化
』
五
三
頁
以
下
。

⑬
山
崎
『
前
掲
書
』
二
七
八
頁
（
註
）
①
。

⑭
佐
藤
『
前
掲
害
』
二
五
八
頁
。

ｍ
ｚ
，
ぐ
．
層
．
閾
農
ご
「
こ
の
園
に
お
け
る
ど
国
口
目
と
国
扇
呂
四
と
の
論
議
」
を
伝
え
る
。
『
マ
ハ
ー
ヴ
ァ
ン
サ
」
五
・
一
二
二
「
冨
口
且
幽

を
改
宗
さ
せ
た
ｚ
胃
騨
目
』
聾
開
自
国
の
師
曾
冒
冨
ゞ
偏
旨
量
ぐ
四
、
言
』
冒
○
謁
皇
菅
昇
冨
国
朋
四
の
住
処
」
。

赤
沼
智
善
『
前
掲
書
』
三
二
四
頁
ｂ
・

冒
農
巴
儲
鳥
閂
男
目
§
。
倉
曇
ミ
ミ
、
劃
科
、
》
§
ミ
ご
倉
蒼
鴎
》
‐
ぐ
巳
自
》
回
国
画

塚
本
啓
祥
『
ア
シ
ョ
ー
カ
王
』
（
サ
ー
ラ
叢
書
虹
）
、
山
崎
元
一
『
前
掲
書
』
、
宇
井
伯
寿
「
阿
育
王
刻
文
」
（
『
印
度
哲
学
研
究
』
四
所
収
）
。

淳
昏
琴
創
建
邑
暑
②
尋
》
ロ
｝
ぢ
．
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